
 

 

 

 

2026 年 3 月 31 日 

ひびき発電合同会社 

九州電力株式会社 

西部ガス株式会社 

 

 

ひびき発電所の営業運転を開始しました 

― 北九州市響灘地区における最新鋭「ＬＮＧコンバインドサイクル発電所」の開発 ― 

 

 

九州電力株式会社（代表取締役社長執行役員：西山勝）、西部ガス株式会社（代表取締役

社長：加藤卓二）が出資するひびき発電合同会社（代表：志賀栄一）は、北九州市響灘地

区においてＬＮＧ（液化天然ガス）を燃料とした「ひびき発電所」の建設を進めてまいり

ましたが、本日、営業運転を開始しましたので、お知らせします。 

 

 本発電所は、発電方式にＣＯ２排出量が少ない最新鋭のコンバインドサイクル※を採用し

ており、熱効率は世界最高水準を誇ります。また、今後増加が想定される電力需要に対す

る供給力としての役割と導入が進む再生可能エネルギーの出力変動を補完する調整力とし

ての役割を担っており、供給力の確保と再生可能エネルギーの普及・拡大に貢献する優れ

た電源です。 

 

３社は、今後も安全を最優先に、本発電所の安定運転に努め、低・脱炭素社会の実現と

電力の安定供給の両立に貢献してまいります。 

※ ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせた高効率の発電方式 

 

    〔主な経緯〕 

      2021年 12月   開発決定 

      2022年 04月   ひびき発電合同会社設立 

      2022年 11月   工事計画書届出 

      2023年 01月   工事開始 

      2025年 12月   発電開始 

      2026年 03月   営業運転開始 

 

 

以 上 


